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B 47　　　モアレ法による動作時体幹部の形状変化の測定

　　　　　大妻女大家政　　　　○九鬼種美

　　　　　大妻女大人間生活科研　楠本彩乃　堤江美子　加藤純代　芦渾玖美

　目的　着心地の良い衣服を設計するためには、動作に伴う体の変形を定量的にとらえる必要がある。これ

！で様々な計測方法が工夫されてきたか、非接触法のひとつであるモアレ写真法moire topography につい

ては、生体計測応用に関する基礎的左研究の成果（芦渾ら　1978,1979,1983ｶど）とヽコンピュータによる

データ解析の手法か確立したことによねヽ多数の被験者を対象とした研究が可能と次った。そこで今回は、

生体計測用モアレ撮影装置を用いてヽ体幹部左半身体表面の形状変化を測定した。

　方法　対象は平均年齢21.3歳の健康な女子51名。カメラの設定はヽ過去に芦滞らが成人女子体幹部左半身

を撮影した条件に従い、45°ごとで5方向からとした。被験者の体表には生体学的に意味のある位置にクロ

スマーク(DATA POINT)をつけ、姿勢は静立位と､胸幅を最も広げた姿勢(anterior’"O^eioent･AM) ･背幅を最

も広げた姿勢（posterior movement,PM）の3シリーズ。得られたモアレ写真からヽモの形状をあらわす特徴

的左座標を選択して、デイジタイザで読み取るとともに計算機入力し、長島ら（1984）による人体形状モデ

ル生成プログラム（ON工TAS）を部分的に変えてデータの処理を行つた。

　結果　読み取わデータよりDATA POINT座標の補間、中心投影の補正を行いヽこれを用いx各姿勢にis-ける

形状モデルを生成し、DATA PO工NT間の区分体表長の変化量および変化率を算出した。AM ・ PM｀それぞれの姿勢

に軸いて最大伸長を示した部位は、前者では胸幅線外側部で15.99 ％ヽ後者では背幅線外側部で34.52 %で

あった。１た、形状モデルの体表面近似展開を行いヽ静立位と動作時について形態の比較を行った。動作時

の展開図は、AMでは背部中央の最突出部の位置の変化のために、肩甲下部から腰部にかけて小パッチに重な

わか生じた。PMについては、バストポイントを中心とするダーツの分量か、バストラインよわ上方では増加

しヽ下方では減少することが明らかに左った。

B 48　　成人男万国の衣料サイズヽ｀に関吋る研究
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　目的　成人男ふの身体計測後資料を用いて、成人男3-の体型を把握-する乙共に、昭幻55

年5珂に改定これcﾋ既製衣料寸イズ｀ク･表示寸法とl身体計測値がとヽの程度也参‘するか。サイ

ズヽ｀シスごデムについて検討した。
　方茲　噴料13, 1981年に計測でポtこ火阪内内在住の鳶人男ふ(19歳～S9震）ぢ7 0;?ｺの身

体計爾」値で｀ある。計測方茲ほ「‘衣服寸法設吏のだ:めの身体計」」実施摩噸」に翠拠しre.研

呪項引3Z5項目である。

　結果　1）年齢£豚による体型蛍ｲﾋについて、身長ri3 20～24歳のワリしｰﾌ・で平均値

168.8c7aと最､知直を示し、ｶﾛ齢と具に除々に低い廸向ヒフリ、5ぢ～ら9歳では]6l.6cmとなって

その差i?約7㎝であっre／周径項回では逆に増加の傾向を限し、19歳と卯～54 歳の7＼レー

｀ﾌﾟ関で胸囲約4 CMの増ｶﾛとなり、更に下mm、腹旧Tii約oc斑増加し。m齢乙荻にずん胴

の体型にiV行している。しｶヽし四肢(7))fl径項目について年齢的な変化は認めら漑'．Jかった。

2）成人男5用衣料サイズ: の虚冶寸まについて、フィット性を政乖とｰする背ぶ服類の宸料サ

イ罰こついては、゛身長一胸囲一胴囲。　のサイズ｀マト') ヽソワスに身休寸感iプロットし

てみると、７体型とも適合■i^る人u僅タで｀あり全体の約ZQ%位であっ{こ。Tinの衣μサイ

ズがoサイヌヽ｀も設けられているにもかかわらす求資料に以ヽて蓮合寸る人が少なかったの

は、特に身襄f60,16B,170 cm のTIレーアでめっre.この尊国ば胸囲と｡胴囲のサイヌr構成が

大きい力に投定さfiｽ､ライドしているためである乙考えら水ゐ。しrこがって中･じサイXや

胸囲の小ｊいサノ ズにおいてmm一mmのサイズ構成を再検討-する必尊があるとえ｡わ水る。


